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＜発表の要点＞

○単元の計画について
・項目の内容を地形・気候に大別してそれぞれを一つの単元として扱うこととした。
・地形・気候という異なる視点から捉える二つの事象を一つの単元として指導計画をたてることはせず、
さらに細分化しそれぞれにおいて異なる観点での評価規準を作成した。

・発展的な内容である地形図の読図を地形学習の冒頭に扱い、以後の授業において地形図を利用していく
ことで生徒の地理的な技能を高めることを目標とした。

○授業のポイント
・地形と地形図の関連を視覚的に理解するための補助として、カシミール３Ｄを利用した授業を展開し、
作業的な学習と併用することで学習の効果の向上を狙った。

・授業のそれぞれの要点ごとに作業を取り入れ生徒に行わせ、作業中の机間指導による確認、コンターワ
ークの提出などにより指導と評価の一体化を図った。

○生徒の反応、効果
・ を利用したことにより、導入時の生徒の反応は非常に良かった。PC
・作業においても、画面を確認しながら手元の地形図と照らし合わせて取り組むことができ、比較・参照
をする際には有効であったと思われる。

・従来は概念的であった地形図の学習において、視覚教材を用いたことにより地形図から実際の地形をイ
メージする際の補助として有効に働いたのではないかと考えられる。

○課題・反省
・一律で提示することは効果的な反面、生徒が受動的になりがちであり、生徒の自主的な活動を引き出す
にはパソコン室などのように各生徒ごとに操作できるようにソフトウェアを用意し、それぞれに操作を
させてみても良かったのではないか

・教材の提示・説明に想定以上に時間をとられ、結果時間に追われる展開となってしまい、作業中の生徒
の質問すべてに対応しきれなかった。



１ 指導と評価の年間計画 地理Ｂ
○目標（学習指導要領）
現代世界の地理的事象を系統地理的、地誌的に考察し、現代世界の地理的認識を養うとともに、地理的な見方や考え方を培い、国

際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。

○到達目標に向けての具体的な取り組み
・自然地理的な現象を捉え、その因果関係について考察をさせることで我々の身の回りの環境や、地球規模での地形・気候などの変

化、地域差などについての興味を育て、それらについて主体的に考えられる能力を身につけさせる。
・人文地理的な現象について、人々の生活と社会・環境の関連について考えさせ、都市や集落、農村などとの関わりについての理解

を深める。

・生徒の知識や技能の定着を図ると共に、学習の習慣づけを意識させるため毎時間小テストを実施すると共に課題テストにおいて学
習の総合的な到達度を測定し、授業内容に結果を反映させる。

、 、 。・授業において思考力や判断力を育成し 地理的な技能の向上を図るために 課題を段階的に設定し生徒の主体的な学習活動を促す
・授業に対する関心・意欲を高め、視聴覚教材・インターネットなどのコンテンツを活用し、地理的な見方・考え方を涵養し、日常

生活における諸現象に対する有効性を認識させる。

・発展的な学習内容として、地形図の読みとりや地図の図法などについての理解を深め、空間的・数理的な能力を育成する。
・グラフ・統計の分析を通して地理的な技能を育て、作業的・体験的学習を取り入れて技能の向上及び日常生活における地理的な技

能の活用能力の伸長を促す。

使用教科書 帝国書院 新詳地理Ｂ○単元の指導計画（２学年 ２週で４単位 ６５分授業）
月 単元名 使用教科書項目 時 主な学習活動と評価のポイント 評価方法
春季休業中に新２年生地理履修予定者に国名・首都・山脈名・河川名についてのワークプリントを配布 、春季の課題とし、最

４ 初の授業時に確認テストを実施

月 ガイダンス 地理確認テスト 休業中の課題より確認テスト実施。 確認テスト
授業についてのガイダンス １ 地理の授業の進め方についての説明。

第Ⅰ部 技能をみがく 地図と地形図 ２ ・カシミールなどの３Ｄソフトの利用により地 プリント確認
自然と生活 第１章 自然環境と生活 形と等高線との関連を把握する。 行動観察

５ １節 生活の舞台としての地形 １ ・コンターワークを利用した作業を通し、地形 コンターワーク作

月 ２節 世界の地形環境 ７ と土地利用の関連について理解する。 業の確認・提出
・地形の特色とそこで暮らす人々の生活の関連

６ について理解する。
月 毎時間の小テスト前期中間考査

３節 気候と生活 ３ ・世界の気候の特色について写真などの資料を プリント確認

７ ４節 世界の気候 ５ 見せながら、景観の差異やそれによって変化 作業の確認
月 ５節 日本の自然の特徴と人々 する人々の生活について理解する。 課題の提出

の生活 ５ ・それぞれの気候がなぜ生じるかについて考え

９ させ、その原因となる現象を理解させる。
月 毎時間の小テスト

定期考査の前期期末考査
確認・復習

第２章 資源と産業 ・世界の農業と気候等との関連を考察し、それ プリント確認10
月 １節 産業の発達と変化 ３ ぞれの地域の農業の特色を理解する。 行動観察

２節 農産物の生産と流通 ３ ・資料などを基にして世界の様々な地域の農産 毎時間の小テスト11
月 物の動きや、日常生活で消費する農産物につ

いての関心を高める。

３節 資源の生産と消費 ２ ・工業の発展する様子を社会条件や自然条件と

４節 工業製品の生産と流通 ２ 関連させ、資料などを基にしてそれぞれの地12
月 域での工業の特色を理解する。

１後期中間考査
第３章 生活と文化 ・都市や集落の成り立ちを写真・地形図などか プリント確認

１節 生活・文化の地域的変容 １ ら考察し、その特徴を読みとる。 行動観察

１ ２節 村落と都市 ４ ・地域の歴史と村落都市のつながりを考察。 毎時間の小テスト
月 ３節 衣食住 ２ ・衣食住と自然環境の関連について考察し、理

４節 消費と余暇活動 解する。

第Ⅱ部 第１章 市町村規模の地域の調査 ・地域調査の手法を学び、フィールドワークの プリント確認
世界の １節 身近な地域の調査 ２ 方法や視点を学び 調査の技能を身につける 行動観察、 。

諸地域 ２節 離れた地域の調査 ２ ・地域調査を通して、地域の特色・課題を考察 レポート確認
第２章 地域を見る方法 し、発表する。 毎時間の小テスト

第３章 国家規模の地域の調査 ・韓国・アメリカ・オーストラリアについて、

１節 韓国 それぞれの地域の特色・課題を考察する。
２ ２節 オーストラリア ３ ・西アジア・ヨーロッパなどの地域の特徴を写

・ ３節 アメリカ合衆国 ３ 真・資料などを用いて考察する。
３ 第４章 州・大陸規模の地域調査 ・様々な地域において地図や資料を基に判断す

月 １節 西アジア・中央アジア ２ る技能を身につける。

２節 ヨーロッパ ２ ・それぞれの国についてレポートを作成し、発
３節 アジア ２ 表を行い自ら資料を活用してまとめ、考察す

る力を身につける。

学年末考査



○３学年用２単位（２週で４単位 ２年より継続 合計38時間）
月 単元名 使用教科書項目 時 主な学習活動と評価のポイント 評価方法
第Ⅲ部 第２章 ・現代の国家の特徴を理解し、国家群の目的と プリント

グローバル化する グローバルに結びつく現代世界 地域的なつながりなどを地図・統計資料を用 作業確認

現代世界 第１節 現代世界の国家と国家群 ２ いて理解する。 行動確認
４ 第２節 世界を結ぶ交通通信 ２ ・世界地図上で様々な物品の貿易を流線図とし 小テスト

月 第３節現代世界の貿易 ２ て、示すことで我が国と世界の貿易を通じた

つながりについて理解する。
・交通・通信の発達による世界規模のネットワ

、 。ークの形成や その地域差について考察する
第３章 ・近隣の国家について、その自然的・社会的特 プリント確認

近隣諸国の研究 徴を理解し、そこに生活する人々についての 作業・行動確認

５ 第１節 中国の研究 ３ 関心を高める。 小テスト
月 第２節 ロシアの研究 ３ ・我が国とのつながりを歴史的な側面と地理的

な側面から理解し、それぞれの国間に存在す
る諸問題に気付かせ、ロシア・中国と日本と

の今後のあり方について考える。

・様々な事象を統計地図を用いて地図化し、地 プリント確認前期中間考査
第４章 図の利用に親しむ。 作業・行動確認

地図で捉える現代世界 ・アフリカ・ラテンアメリカを例に挙げ、それ 小テスト

第１節 地図化によって何が分かる １ ぞれの地域の特質を地図を用いて理解する。
６ のか ・民族・公用語・宗教等の面からそれぞれの国

月 第２節 地図化して捉える南北問題 ２ が植民地であったことと、宗主国の影響を強
く受けている事を理解する。

第５章 ・様々な事象・統計を地図化し、視覚的にとら

地域で捉える現代世界 えることができる能力を養う。
第１節 地域区分の目的と方法 １ ・地図化する事で見えてくる問題などを整理・

第２節 地域区分で捉える現代世界 １ 分析する能力を養う。
の課題

第Ⅳ部 第１章 ・人口問題の地域性を把握し、先進国・発展 プリント確認

地球的な課題 人口・食糧問題 途上国における問題の特徴を理解する。 作業・行動確認
第１節 かたよる人口と食料生産 １ ・食糧問題の地域差を理解し、人口問題との関 小テスト

７ 第２節 さまざまな人口・食糧問題 １ 連について考察する。

月 第３節 人口・食糧問題への取り組 １ ・問題解決の為にどのような方策が可能である
み かを考察する。

第４節 世界と比べた日本の人口問 １ ・岐阜県内における過疎・過密の状況について
題 調査し、県全体の人口の動向について理解す

る。

第２章 ・都市・居住問題の地域性について、自然環境 プリント確認
都市・居住問題 や社会環境の面から考察し、地域ごとの類似 作業・行動確認

第１節 世界の都市・居住問題 １ 性や相違点を見つけだす。 小テスト
９ 第２節 様々な都市問題 １ ・先進国と発展途上国間にみられる問題の差異

月 第３節 都市・居住問題への取り組 １ のみならず、先進国内・発展途上国内にみら

み れる問題の差異についても考察し、問題の理
第４節 日本の都市・居住問題 １ 解を深める。

前期期末考査

第３章 ・世界のエネルギーの偏在を地図などを作成す プリント確認
世界の環境・エネルギー問題 ることで理解し、それぞれエネルギー資源の 作業・行動確認

第１節 世界の環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ問題 ２ 産出国と消費国についての特徴を理解する。 小テスト
第２節 さまざまな環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ問 ２ ・現在世界が直面している環境問題を把握し、10

月 題 それらが今後どのような影響を及ぼしていく

第３節 解決への取り組み １ かを理解する。
第４節 日本の環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ問題 １ ・エネルギー資源の有限性を理解させ、今後の

生活の中でできうる環境対策やエネルギー対
策について考察する。

第４章 ・世界の領土・民族問題について、どのような プリント確認

民族・領土問題 地域で発生しているかを地図上で確認する。 作業・行動確認
第１節 世界の民族・領土問題 ２ ・それぞれの紛争・問題における原因となって 小テスト

第２節 民族・領土を巡る対立の課 ２ いるものを考察し、その背景となっている歴11
月 題 史的な課題・地理的な問題について理解す

第３節 民族の共生へ向けての課題 １ る。

第４節 民族・領土から捉えた日本 １ ・我が国における領土問題や民族問題について
触れ、それらがどのような経緯で発生してき

たかを理解し、その解消・解決の為の方策に

ついて考察する。
２ 第１章～第４章のいずれかから一つテーマを選 レポート評価12 学年末考査

月 び、レポートの提出を予定。
※但し３学年の授業時数は本年度の年間時数による



２ 単元の指導と評価
１ 大項目の目標と評価規準

現代世界の系統地理的考察

【目標（学習指導要領より 】）

自然環境、資源、産業、都市、村落、生活文化に関する地域性について世界的視野から考察し、現代世界が多様な地域か

ら構成されていること、それらの地域には類似性や空間的な規則性などがみられること、分布からいくつかのまとまりでと
らえたり、いくつかの地域に区分したりできることを理解させるとともに、現代世界を系統地理的にとらえる視点や方法を

身につけさせる。

【評価規準】
関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

世界各地域の自然環境・産 景観写真・地帯構造図・地 地形図の読図、雨温図、ハ 地形・気候の成因について
業・都市などの多様性につい 形図等を見て、その地域特有 イサーグラフ・統計図・分布 理解し、それらと資源・産業

、ての関心を高め、それらの地 の現象や、各地域に共通する 図などの読みりと通してその ・集落との間の関係について

域において生活する人々につ 類似点を見つけ出し、それら 地域の地形・気候・都市・集 それらの地域ごとの多様性と
いての興味を深め、日常生活 がどのようにもたらされたか 落機能の特色を把握できる能 類似性をそれぞれ理解し、地

の舞台である自らの地域と他 について考察し、それらと資 力を身につけるとともに、そ 理的な事象についての系統的
地域との差異に気づき、それ 源、産業、都市・集落の特徴 こから得られた考えを適切な な分類をするための基礎的な

らがどのようにもたらされて について考察している。 手段を用いて表現したり発表 知識を身につけている。

きたかについて知ろうとする したりしている。
態度を身につけている。

２ 中項目の目標と評価規準

自然環境

【目標（学習指導要領より 】）

世界の地形・気候・植生などから系統地理的に捉える視点や方法を学習するのに適切な事例を幾つか取り上げ、世界の 自

然環境を大観させる。
【評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

人々の生活に直接的な影響 写真や地図などの視聴覚教 地形図・雨温図・ハイサー 自然環境の多様性と類似性
を与える自然環境について、 材を元に、自然環境の多様性 グラフの読図を通して、各地 がどのようにもたらされたか

自らの生活する地域と比較し がどのようにしてもたらされ 域の特色を読み取るとともに について理解し、地球的な視、
ながら各地域の多様性につい てきたかについて考えるとと 各地域ごとの類似点や多様性 野でそれらの事象についての

て、それらと人々の生活につ もに、地域ごとの類似点や多 に気づき、それらについて追 知識を身につけている。

いて関心を高め、意欲的に学 様性がなぜ生じるかについて 求した結果導き出された自ら
。習に取り組む姿勢を身につけ 考察している。 の意見を発表したりしている

ている。

３ 単元の目標と評価規準

第Ⅰ部 自然と生活 第１章 自然環境と生活
本来単元の目標と評価規準は２ 中項目の目標と評価規準にて扱うべきであるが、科目の特性上中項目の内容を地形・気候に大別

してそれぞれを一つの単元として扱うこととした。指導要領に従えばこの中項目が一つの単元を形成することとなるが、地形・気候
という異なる視点から捉える二つの事象を一つの単元として指導計画をたてることはせず、さらに中項目を細分化した。

教科書の章立てにおいては
第Ⅰ部 自然と生活 第１章 自然環境と生活 第１節 生活の舞台としての地形

第２節 世界の地形環境

第３節 気候と生活
第４章 世界の気候

第５章 日本の自然の特徴と人々の生活

と上記の様になされているが、ここでは第１・２節、第３・４節、第５節と中項目を更に細分化し、三つの単元として扱い授業計画
を立てていくこととする。

よってこの項目では自然環境の分野の「地形」を一つの単元として扱い、その項目についての目標および評価規準を設定したい。

【目標（学習指導要領より 】）

世界の地形・気候・植生などから系統地理的に捉える視点や方法を学習するのに適切な事例を幾つか取り上げ、世界の 自
然環境を大観させる

【単元の評価規準】
関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

自らの居住する地域や周辺 景観写真・地帯構造図・地 地図記号や等高線の読図を 地形の形成過程と分布の特

地域や他地域の地形・土地利 形図等を見て、その地形の特 はじめ、写真や分布図などの 色や、地形の持つ特徴と土地
用などに対する関心を高める 徴を判断し、どのような土地 資料からその特徴を読み取る 利用の関係及び、地形がそこ

と共に、地形図や各種写真な 利用が為されているかについ ことや、目的に応じた地図の に生活する人々に与える影響

どに親しみ、日常生活におけ て考察している。 作製を行い、情報を適切に選 についての理解を深めると共
る地理的な事象に対する興味 択し、分析している。 に、地形と生活についての知

を身につけている。 識を身につけている。



各授業時間ごとの主な内容

技能をみがく 地図と地形図
主な学習内容 主な学習活動・評価の観点 評価の方法・指導

・様々な地図 ○地図がどのような場面で利用されているかについて ○意見発表

日常生活の中で目にする地図から考えてみる 【関】。
○一般図・主題図を地図帳・資料集・教科書などから

探しだし、それぞれの地図の目的について考える。

【 】第 思
１ ・地形図の基礎 ○統計図の種類とその利用目的について理解する。 ●地形図を各生徒に見せ、教室全体には

時 知 プロジェクタで投影された東濃地方の【 】
間 ○自らの生活する地域の地形図をみて、その中に記載 地形図を映し出し、地図記号が何を示

目 ・地図記号 されている地図記号が何を示しているかを実際の景 しているかを地元の景観を思い出しな

観と照らし合わせて考える 技 がら記入をしていく。。 【 】
○地図記号がなぜそのような表記になっていったかを ○意見発表

理解し、それらを正確に地図の中で把握できるよう
。 【 】にする 技

・縮尺 ○コンターワークに掲載された地形図（ ）と、 ○カシミール３Ｄを使用して、生徒の所1:50000
プロジェクタに投影された地形図（ ）を見比 有するコンターワークと同所で縮尺の1:25000
べて縮尺の違いが等高線の間隔の違いであることに 異なる地形図を投影し比較させる。

・等高線 気づき、それが距離の縮尺を示していることを理解 ○意見発表

。 【 】する 知
第 ○カシミールによって作成された地形の立体画像とコ ○カシミール３Ｄにより立体画像を作成

２ ンターワークの地形図の等高線との関係を把握し、 し、それらと生徒の持つ地形図を照ら
時 等高線の粗密と傾斜の関係について理解する 【思】 し合わせ、地形の起伏と等高線の関係。

間 ・尾根と谷 ○立体画像を元に、地形図上で尾根と谷を判別するこ を把握させる。

目 とができる 技 ○意見発表。 【 】
・断面図 ○断面図を作成し、地形図上での地形の起伏を読み取 ●コンターワーク作業

。 【 】る技能を身につける 技
生活の舞台としての地形

○教科書の写真の地域（アンデス・オランダ・インド ○地図帳でそれぞれの場所の確認とおお

ネシア を地図上で確認 技 よその標高を読み取る。） 。 【 】

・高地の生活 ○人々の生活を示した写真からこの地域が高地にあり ○意見発表

気温が低く、急峻な斜面は土地の褶曲によって形成
。 【 】第 されたことを理解する 思

３ ・低地の生活 ○オランダの低地はかつての氷河の侵食によって形成 ○意見発表
時 された地形であることと、オランダの国土面積の変

間 化からポルダーの造成が行われていることを理解す

。 【 】目 る 思
・火山の生活 ○火山が存在する地域が世界中のどのような地域に多 ●地震や火山帯の分布を示した図を見

いかを考え、太平洋を取り巻く地域やアルプス山脈 て、その特徴を理解し、白地図上にお
・ヒマラヤ山脈付近に集中していることを理解する よその分布域を着色し、その特徴に気。

また、標高の高い山脈もその付近に集中している づかせる。

ことを理解する 知 ○プリント作業・意見発表。 【 】
世界の地形環境

・プレートテクトニクス ○ウェゲナーの大陸移動説を提示し、そこにあるよう ○地図帳の世界全図をみて、海岸線の接

に南米大陸東岸とアフリカ大陸西岸の海岸線同士が 合箇所を把握する。
。 【 】接合できることに地図上で気づく 関

○地球上の衛星写真を見せ、海底に複数の亀裂や溝が ○提示された写真を見て意見を発表。
。 【 】存在することを理解させる 知

・プレートの境界 ○マントルの対流によってプレートが動くことで海溝 ○東海地震の発生の仕組みについて確認

や海嶺、断層が地球上には存在していることを日本近 をし、その上でプレートの動きについ
海で発生する地震の例などを元に理解する 知 て理解をする。。 【 】

第 ・新規造山帯 ○プレートの境界を地図帳で確認し、そ
４ こに見られる地形は何かを理解する。

時 ○プレート同士の境界の位置を確認させ、前時に作成 ●前時に学習したアンデス山脈や世界最

間 した白地図と照らし合わせて地震や火山の多い地域 高峰のチョモランマはどこに存在する
目 ・古期造山帯 が狭まる境界であり、新期造山帯といわれる地殻運 かを地図上で確認し、それらはプレー

動の活発な地域であることを理解する 思 トのどこに位置しているかを発問によ。 【 】
り理解する。

○新期造山帯以外の山脈の位置を白地図上に記入し、 ○アパラチア山脈・ウラル山脈・グレー

それらは地殻運動が活発でない古期造山帯であると トディバイディング山脈・テンシャン
いうことを理解する。 【知】 山脈などをあげ、それらの位置と標高

を前時に作成した白地図上に追記させ

ると共にアパラチア山脈とアルプス山
脈の写真を見せ、それぞれの造山帯の

特徴について意見を発表する。



主な学習内容 主な学習活動・評価の観点 評価の方法・指導
・火山の形態 ○修学旅行で洞爺湖周辺を訪れることから洞爺湖の火 ○洞爺湖の位置を地図で確認し、写真か

山群の写真を提示し、有珠山・昭和新山・羊蹄山・ ら読み取れる火山の形態などについて

第 洞爺湖が火山活動で形成されたことを理解する。 意見発表を行う。
【 】５ 関

。 【 】時 ○提示した写真の火山の特徴を理解する 思

間 ○富士山と羊蹄山、有珠山と普賢岳などの同様の形態 ○意見発表
、 。 【 】目 の火山を提示し 共通点について考察する 思

○コニーデ・ベロニーテ・カルデラ・トロイデといっ ○プリントの確認
た各火山の形態とその特徴について理解する 知 ●コンターワーク作業により、温泉が多。【 】

○火山の世界的な分布について、前時の白地図から新 いことを確認し、日本の有名な温泉地

・火山地域での生活の特徴 期造山帯上に集中していることを確認する 知 が火山の周辺に位置していることを地。 【 】
○火山地域の特徴として、周辺に温泉が多くわき出る 図帳で確認させる。

、 。 【 】こと 火山には谷が少ないことを理解する 技
・安定陸塊 ○新期造山帯や古期造山帯以外の地域には山地や起伏 ○意見発表

に富んだ地形があまり見られないことを通じて、こ

れらの地域は地殻運動を長い間受けていなかったこ
。 【 】第 とを理解する 知

６ ・構造平野 ○ケスタ地形やメサ・ビュート等の特徴的な景観を提 ○写真や模式図をみて、これらの地形が

時 示し、これらが侵食速度の違いによって形成されて どのように形成されてきたかを考えさ
間 きたことを理解する 思 せる。。 【 】

目 ○フランスではケスタ地形を利用したブドウ栽培が盛 ○地図帳で、ワイン生産の有名な地域を
んであり、それらがフランスを代表する特産品であ 探し、それらがケスタ地形の分布に一

るワインと深い関係があることを知り、農業と地形 致していることを確認させる。

。 【 】の関係について理解する 知
・三角州 ○河川による堆積地形である扇状地と三角州について ○扇状地と三角州の地形図を比較し、そ、

・扇状地 それらが河川の上流と下流に形成されていることを れぞれの地形の特徴について意見を発
理解する 知 表する。。 【 】

第 ○扇状地の地形的な特徴である伏流や緩傾斜、畑・森 ●コンターワークの作業を通して扇状地

７ 林・集落・水田などの土地利用について地形図から の地形図から土地利用を読み取り、プ
時 その分布と地形の関係について理解する 技 リントに記入する。。 【 】

間 ○三角州の地形の特徴である低海抜と水田の形成、お ●コンターワーク作業から三角州の地形

目 よび円弧状・鳥趾状・カスプ状のそれぞれの三角州 図を読み取りおおよその海抜高度、三
について河川の水勢と海底の地形の関係ついて理解 角州の土地利用をプリントに記入す

する 思 る。。 【 】
・洪積台地 ○静岡県でミカン栽培綾茶栽培が盛んなことを例とし ○意見発表

・河岸段丘 て、洪積台地が高燥で水利が悪い土地であることを 地図上で牧ノ原・三方原を確認。

。 【 】理解する 関
第 ○地形図から洪積台地の土地利用について理解する。 ○コンターワークの地形図から土地利用

８ 技 を読み取り意見発表を行う。【 】
時 ○この周辺地域が河岸段丘であることに気づき、これ ●学校周辺の地形について通学時や日常

間 らの地形に見られる土地の特徴や土地利用について 生活のなかで気づくことを述べなが

目 身の回りの景観から考察し 理解する 思 ら、河岸段丘のおおよその形態につい、 。 【 】
て意見を述べる。

○河岸段丘の地形図から断面図を描き、その地形的な ○典型的な河岸段丘である沼田の地形図

特色を理解する 技 から断面図を描き、河岸段丘の形態と。 【 】
土地利用について意見発表を行う。

・海岸平野 ○日本三景について質問をし、それらがすべて海の景 ○意見発表
・砂州・砂嘴・陸繋島 観であることと、内二つが海岸地形であることを理

。 【 】・リアス式海岸 解する 関

第 ○海岸平野が離水海岸であることと、畑、集落が列状 ○コンターワークにより集落の耕地の配
９ に配置されていることを地形図から読み取り、その 置を確認し、土地利用ごとに色分けを

時 形成の過程と共に理解する 技 行い気づいたことを発表する。。 【 】
間 ○リアス式海岸が沈水によって形成されたこと、語源 ○地形図の作業から土地利用、地形の特

目 であるリアスバハス海岸について理解する 知 徴を発表する。。 【 】

○砂州・砂嘴・陸繋島についてその形成の過程につい
て理解をする 知 ○コンターワーク作業・意見発表。 【 】

・氷河による地形 ○アルプス山脈の写真を提示し、それらの地形が何に ○意見発表
、 。 【 】・カルスト地形 よって形成されたかを考察し 理解する 思

・珊瑚礁 ○カルスト地形・珊瑚礁の写真をそれぞれ提示し、両 ○意見発表

第 者が石灰岩質の地形であることについて考察し、理
。 【 】1 0 解する 知

時 ○カルスト地形が見られる地域の理解と、カルストの ○地図帳により、秋吉台・平尾台の位置

間 語源であるスロベニア・カルスト地方について地図 を確認する。
。 【 】目 上で確認をする 知

○堡礁・裾礁・環礁の形態と典型的な地域を示し、環 ○原水爆の実験が行われていた地域の分
礁では原水爆の実験が行われていたことについて理 布図をしめし、その地域を地図帳で確

解させ 環境への影響について考察する 思 認し、環境などへの影響が現れるかを、 。 【 】

考察する。



３ 学習指導案

教科（科目） 地理歴史科 地理Ｂ 単元名 自然環境と生活 ２時間目／ 時間中10
本時主題 地図と地形図

、 。 【 】１ 縮尺の違いについて理解をし 地図上での縮尺の意味について理解する 知

、 。 【 】２ 等高線と実際の地形の傾斜・高低について考察し 平面上に示された地形の特質を考察する 思

本時の目標 ３ 尾根と谷の地形上の違いについて理解し、それらが等高線でどのように表されているかを考察しコンターワー
、 。 【 】クの作業を通して 等高線による地形図の描画規則を習得する 技

４ 断面図の作成を通して、平面上で地形の起伏をとらえる方法を習得し、以後の学習において地形図を積極的に
。 【 】活用する意欲を高める 技

指導の内容・ねらい 学 習 内 容 指導上の留意点・観点別評価

と ・コンターワークに掲載されている湯布院の の地形図と、プロジェ ○等高線や縮尺には触れず、地1/25000 1/50000 1/50000
の地形図の違い クターに投影されたカシミール を利用して作成した の地形図 形図の比較のみで発問を行い3D 1/25000

を比較して、等高線中に記載されている数値が異なっていることに気づか 意見を発表させる。
せる。

（ ） 【 】質問１ 評価の方法 知

発問・意見発表二つの地形図は同じ場所を示しているが、二つの地図を比べて地形図上
で表現されている物に違いがあるがそれは何か。

・等高線の間隔が２倍であることから、縮尺の違いは距離の違いであること
を理解する。

等高線 ・由布岳の地形図に着目し、等高線が交わることも分岐することもしないこ ○カシミールを利用して、等高
とから、同じ高さの地点を結んだ線であることを理解する。 線を消した図を見せ、立体と

しての地形を意識させる。

・尾根と谷について理解する。 ○カシミールを利用して立体図
を作成し、コンターワークの

同じ箇所に見られる等高線の質問２
凹凸と比較する。等高線が標高の低い方に向かって凸の部分と高い方に向かって凸の部分

（評価の方法） 【思】はどのような地形になるか考えてみよう。
発問・意見発表

・標高の低い方に向かって等高線が凸であれば尾根、逆であれば谷であるこ

とを理解する。

（ ） 【 】作業１ 評価の方法 技

机間指導による行動確認等高線の凹凸と立体の関係を実際に知るために、作業用のプリントを配
布し、山折り谷折りをさせ、等高線の凹凸と尾根・谷の関係を把握する。

・実際に作成した模型を元に、尾根と谷について説明をし、山の輪郭に当た ○カシミールで作成した立体図
る部分が尾根であることを理解させ、コンターワークの地形図と立体図と を回転させ、様々な角度から

の関連についても確認をする。 等高線と地形との関連を確認
する。

作業２
（ ） 【 】コンターワークの尾根・谷についての作業を実施し、実際に尾根や谷に 評価の方法 技
机間指導による行動確認と各ついて理解できたかを確認する。
生徒の解答確認。

・生徒に解答を述べさせ、正答を共有化し誤答を導いた生徒に対して説明を

行う。 意見発表による正解の共有

化。
（ ） 【 】評価の方法 技

断面図 意見発表質問３
・この際、プロジェクターは一由布岳はどのような形をした山であると考えられるか。その形を想像し
時消灯し、地形図のみから判てみよう。

・由布岳の形を生徒に想像させ、等高線からどのような山体が導き出せるか 断するようにする。
を発表する。 （評価の方法）

意見発表

・カシミールの断面図作成機能を用いて由布岳の形は富士山と同様の円錐形
の火山であることを確認する。

断面図の作成により、地形の起伏が表現できることを理解し、実際に断面
図を作成する。

（ ） 【 】作業３ 評価の方法 技
机間指導による行動確認コンターワークに掲載されている断面図作成を行う。

・同じ箇所をカシミールで示し、断面図を作成し、プロジェクタで投影
正解を確認し、間違っていればもう一度やり直しをする。 （評価の方法）

まとめ 地形図は立体である地形を平面で表現するための物であり、地形図から土 コンターワーク・プリントの
地の高低・傾斜・起伏などを読み取ることができることを確認する。 提出



資料１ 授業風景
教室全景

ＨＲでは実施できなかったために生物実験室でスクリーンとプロジェクタを設
置しておこなった。

尾根と谷の説明風景

カシミールを利用して、等高線と陰影による地形表現の関連について説明を行
った。若干機材の都合でスクリーンの角度がうまく設定できず正確に投影でき

ていないところも問題であった。

地形図から３Ｄ画像を作成し、提示している。

この際、生徒は自らのコンターワークと立体図を照らし合わせて等高線と起伏

の関係を把握する作業を行っている。

断面図の作成
コンターワークの作業である断面図作成を実施

投影されている地形図を参考にしながら断面図を作成する。
多くの生徒がこの時点で等高線の凹凸と地形の起伏の関係を把握できている。

しかし、一部に理解できずに断面図作成ができない生徒も存在していたために

机間指導の際に質問などに答えた。



資料２ コンターワーク使用ページ



資料３ 等高線理解のための作業用プリント


